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(54)【発明の名称】 内視鏡用光源装置

(57)【要約】
【課題】送気ポンプの振動に起因する電気配線類の破損
を防止することができる耐久性のよい内視鏡用光源装置
を提供すること。
【解決手段】送気ポンプ４を、送気ポンプ４の振動数と
異なる固有振動数を有するスプリング１０によって筐体
１内に支持した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の照明用ライトガイドに照明光を供
給するための光源ランプと、内視鏡の送気管に加圧空気
を供給するための送気ポンプと、制御回路等が搭載され
た回路基板とが筐体内に配置された内視鏡用光源装置に
おいて、
上記送気ポンプを、上記送気ポンプの振動数と異なる固
有振動数を有するスプリングによって上記筐体内に支持
したことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】上記送気ポンプが、上記送気ポンプの振動
数と異なる固有振動数を有する複数のスプリングによっ
て相反する方向に引っ張られた状態で支持されている請
求項１記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】上記スプリングの固有振動数が、１ヘルツ
以上５０ヘルツ未満の範囲にある請求項１又は２記載の
内視鏡用光源装置。
【請求項４】上記スプリングの固有振動数が、１ヘルツ
以上１０ヘルツ未満の範囲にある請求項１又は２記載の
内視鏡用光源装置。
【請求項５】上記スプリングの固有振動数が、２ヘルツ
以上５ヘルツ以下の範囲にある請求項１又は２記載の内
視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡用光源装置
に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用光源装置には一般に、内視鏡の
照明用ライトガイドに照明光を供給するための光源ラン
プと、内視鏡の送気管に加圧空気を供給するための送気
ポンプとが筐体内に配置されており、それらが、光源装
置のフレームにネジ止め固定されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】光源装置内には、光源
ランプや送気ポンプ等の動作を適切に制御するための制
御回路等が搭載された回路基板等が設けられており、そ
のような回路基板が送気ポンプから発生する振動を長期
間にわたって受けることにより、電子部品の脱落や半田
接合部の浮き等が発生する場合があった。
【０００４】そこで本発明は、送気ポンプの振動に起因
する電気配線類の破損を防止することができる耐久性の
よい内視鏡用光源装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用光源装置は、内視鏡の照明用ライ
トガイドに照明光を供給するための光源ランプと、内視
鏡の送気管に加圧空気を供給するための送気ポンプと、
制御回路等が搭載された回路基板とが筐体内に配置され
た内視鏡用光源装置において、送気ポンプを、送気ポン
プの振動数と異なる固有振動数を有するスプリングによ
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って筐体内に支持したものである。
【０００６】なお、送気ポンプが、送気ポンプの振動数
と異なる固有振動数を有する複数のスプリングによって
相反する方向に引っ張られた状態で支持されていると、
送気ポンプの位置安定性がよい。
【０００７】そして、スプリングの固有振動数が、１ヘ
ルツ以上５０ヘルツ未満の範囲にあれば送気ポンプ自体
の振動がスプリングにおいてよく吸収され、１ヘルツ以
上１０ヘルツ未満の範囲にあれば輸送時の振動がよく吸
収され、２ヘルツ以上５ヘルツ以下の範囲にあれば総合
的に好ましい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図５は内視鏡用光源装置を示しており、筐体
１の底部に配置されたフレーム板２に、光源ランプ３、
送気ポンプ４及び回路基板５等が支持されている。な
お、図５は構成を略示したものであり、各部材のレイア
ウト等を正確に図示するものではない。
【０００９】光源装置のフロントパネル６にはコネクタ
受け７が配置されていて、図示されていない内視鏡のラ
イトガイドコネクタをそこに接続することにより、ライ
トガイドの入射端面が光源ランプ３の焦点位置に導かれ
て、光源ランプ３から放射された照明光がライトガイド
に供給される。
【００１０】また、送気ポンプ４の空気吐出口４ａに連
通接続された給気管８の先端がフロントパネル６（又は
サイドパネル）から突出していて、内視鏡の送気管や送
水タンク等に対してそこから加圧空気が供給される。
【００１１】回路基板５には、光源ランプ３や送気ポン
プ４の動作を制御するための制御回路等が搭載されてお
り、その制御回路にはチップタイプの電子部品等が用い
られている。
【００１２】図１と図２は、本発明の第１の実施例の送
気ポンプ４部分の正面図と側面図であり、いわゆるピス
トン式の送気ポンプ４を支持するためのポンプ支持枠９
がフレーム板２にネジ止め固定されている。ポンプ支持
枠９は、各側壁が大きく開口した直方体状に形成されて
いる。
【００１３】そして、送気ポンプ４からは、上下両面の
四隅部分から上方向と下方向に合計八個のコイルスプリ
ング１０が突設されていて、上側の四本のコイルスプリ
ング１０は引っ張られた状態で上端がポンプ支持枠９の
天井部分９ａの四隅に係止され、下側の四本のコイルス
プリング１０は引っ張られた状態で下端がフレーム板２
に係止されている。
【００１４】したがって送気ポンプ４は、コイルスプリ
ング１０以外の部材に触れることなく、八個の引っ張り
コイルスプリング１０により弾力的に上下から引っ張ら
れた状態で支持されている。
【００１５】コイルスプリング１０としては、固有振動
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数が送気ポンプ４の振動数（例えば５０ヘルツ又は６０
ヘルツ）と完全に相違する例えば２ヘルツ以上５ヘルツ
以下程度の固有振動数の特性のものが用いられている。
【００１６】したがって、送気ポンプ４が駆動されて振
動が発生しても、その振動はコイルスプリング１０にお
いて吸収されてほとんどフレーム板２側に伝達されない
ので、回路基板５等が送気ポンプ４から発生する振動の
影響を受けない。ただし、そのためには、コイルスプリ
ング１０の固有振動数が１ヘルツ以上５０ヘルツ未満の
範囲にあればよい。
【００１７】なお、コイルスプリング１０の固有振動数
は、製品輸送をする際に生じる振動の振動数とも一致し
ないように設定するのが望ましく、例えば１ヘルツ以上
１０ヘルツ未満程度に設定しておけば、輸送中に送気ポ
ンプ４が共振して破損するような事故の発生を避けるこ
とができる。
【００１８】そして、この実施例のように、コイルスプ
リング１０の固有振動数が２ヘルツ以上５ヘルツ以下の
範囲にあれば、コイルスプリング１０の懸架構造やその
材質選択或いは設計寸法選択上の制約が少なくて好まし
い。
【００１９】図３と図４は、本発明の第２の実施例の送
気ポンプ４部分の正面図と側面図であり、いわゆるダイ
アフラム式の送気ポンプ４を支持するためのポンプ支持
枠９がフレーム板２にネジ止め固定されている。ポンプ
支持枠９は、各側壁が大きく開口した直方体状に形成さ
れている。
【００２０】送気ポンプ４は、各構成部材を矩形筒状の
ポンプフレーム４ｂ内に配置して構成されており、その
ポンプフレーム４ｂの上下両面の四隅部分から上方向と
下方向に合計八個のコイルスプリング１０が突設され
て、第１の実施例と同様にして送気ポンプ４がコイルス*
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*プリング１０により弾力的に支持されている。
【００２１】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば送気ポンプ４を、送気ポンプ４の振
動数と異なる固有振動数を有する複数のコイルスプリン
グ１０によって、左右に引っ張った状態で支持してもよ
い。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、送気ポンプを、送気ポ
ンプの振動数と異なる固有振動数を有するスプリングに
よって筐体内に支持したことにより、送気ポンプから発
生する振動がスプリングによって吸収されるので、送気
ポンプの振動に起因する電気配線の破損を防止すること
ができ、また、送気ポンプの振動が内視鏡に伝わって生
じる不快感の発生等も防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の送気ポンプ支持部分の
正面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の送気ポンプ支持部分の
側面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の送気ポンプ支持部分の
正面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の送気ポンプ支持部分の
側面図である。
【図５】本発明の実施例の内視鏡用光源装置の略示図で
ある。
【符号の説明】
１  筐体
２  フレーム板
３  光源ランプ
４  送気ポンプ
９  ポンプ支持枠
１０  コイルスプリング

【図１】 【図２】 【図３】
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